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近
現
代
の
日
本
は
、
最
悪
の
同
盟
と

最
良
の
同
盟
の
二
つ
を
経
験
し
た
。
ド

イ
ツ
ｏ
イ
タ
リ
ア
と
の
三
国
同
盟
は
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
を
も
た
ら
し
、
東

ア
ジ
ア
で
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
患
劣
な

お
も
ち
ゃ
だ

っ
た
。
反
対
に
、
１
９
０

２
年
の
日
英
同
盟
は
日
露
戦
争
を
乗
り

切
る
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
現
在
の
日

米
同
盟
は
沖
縄
の
基
地
問
題
を
除
け
ば
、

世
界
史
で
も
屈
指
の
成
功
し
た
組
み
合

わ
せ
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
主
張
は
、
次
の
三
点
に
ま
と

め
ら
れ
る
。
第

一
に
、
諸
国
家
は
純
粋

に
パ
ワ
ー
の
み
で
な
く
、
脅
威
に
対
抗

す
る
た
め
に
同
盟
を
構
築
す
る
。
第
二

に
、
脅
威
に
対
抗
し
た
い
と
い
う
動
機

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
は
る
か
に
強

力
な
同
盟
形
成
の
要
因
で
あ
る
。
第
二

に
、
対
外
援
助
と
政
治
的
浸
透
は
そ
れ

自
体
で
は
同
盟
形
成
の
大
き
な
要
因
と

は
な
ら
な
い
。

著
者
の
ウ
ォ
ル
ト
が
同
盟
論
を
考
え

る
上
で
中
東
を
選
ん
だ
の
は
賢
明
で
あ

っ
た
。
中
東
は
戦
略
的
重
要
性
の
高
い

石
油
産
出
地
域
で
あ
り
、
冷
戦
下
に
お

い
て
米
ソ
両
国
が
中
東
で
特
異
な
同
盟

相
手
を
獲
得

・
支
援
し
て
き
た
か
ら
だ
。

そ
の
う
え
、
国
内
外
の
環
境
変
化
に
応

じ
て
同
盟
が
こ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
組
み
替

え
ら
れ
て
き
た
地
域
は
他
に
な
い
。
１

９
６
７
年
の
第
二
次
中
東
戦
争
は
、
エ

ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
が
ソ
連
か
ら

の
大
量
軍
事
援
助
を
勝
手
に
あ
て
こ
ん

で
起
こ
し
た
。

実
際
の
ソ
連
は
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ

と
の
対
決
を
避
け
て
、
格
下
の
同
盟
国

エ
ジ
プ
ト
を
冷
酷
に
切
り
捨
て
た
。
ま

た
、
ア
ラ
プ
の
民
族
的
統

一
性
は
エ
ジ

プ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
ア

ラ
プ
同
盟
国
の
不
快
感
を
克
服
で
き
な

か
っ
た
。

戦
争
は
同
盟
の
有
効
性
を
テ
ス
ト
し

た
。
エ
ジ
プ
ト
は
ソ
連
で
な
く
、
か
つ

て
の
ラ
イ
ヴ

ァ
ル
た
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
は
て
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
補
助
金

に
依
存
す
る
国
に
な

っ
た
。
現
実
に
、

シ
ナ
イ
半
島
や
ゴ
ラ
ン
高
原
が
占
領
さ

れ
て
み
る
と
、
実
際
の
力
を
無
視
し
た

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
同
盟
な
ど
は
む

な
し
い
も
の
だ
。
同
盟
は
威
信
を
た
め

す
道
具
で
な
く
、
ひ
た
す
ら
安
全
と
繁

栄
を
確
保
す
る
装
置
な
の
で
あ
る
。

数
々
の
教
訓
に
充
ち
た
本
書
は
、
ま

さ
に
古
典
的
名
著
と
し
て
日
本
人
必
読

の
書
と
い
え
よ
う
。
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